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別海町立中西別中学校  学校評価のご報告 
 

今年度の学校の活動を振り返り、本校および本校生徒の実態と課題を次の通り分析しました。また、

その結果を踏まえ、来年度の改善策をまとめましたので、ご報告いたします。（校長 瀨川裕司） 

 

生徒・学校の実態（各種調査の結果から） 

【学習面】全国学力学習状況調査では、全道平均を大きく上回る結果が出ています。全体的に見ると

基本的な学力は身についているといえます。一方で、文章･資料を正確に読み取る力や、話したり聞

いたりする活動で課題が指摘されています。 

【体力面】部活動では、陸上、卓球で全道大会への出場がありました。各種調査からは、概ね全国平

均を上回る体力、運動能力が備わっていることがうかがえます。 

【生徒の様子】自分を大切にする気持ちが強く、他人の手助けをいとわず協力して生活していこうと

する傾向があります。一方で、自ら積極的に様々なことに挑戦する力や社交性に課題が見られます。 

【学校アンケートの結果から】学校の教育活動は皆様から高く評価いただいています。生徒は、授業

や生徒会活動、部活動などに一生懸命取り組んでいるという評価結果が出ています。生徒から教職

員に対しては、「わかる授業」や、より一層の「生徒理解」への期待が寄せられています。 

 

24 年度の具体的な取り組み 

◆◆生徒の視点を重視した授業改善と生徒理解に努めます◆◆ 

・生徒による授業評価を全教科で定期的に行い、授業改善にいかしていきます。 

・生徒の話にじっくり耳を傾けるスタイルの教育相談を年複数回実施し、生徒が話しやすい環境の整

備に努めます。 

・生徒から得たデータをもとに一人一人の状況を把握し、それぞれの生徒にあった教科指導、生徒指

導を進めていきます。 

 

◆◆学校生活全般を通して「言語活動」の充実を図ります◆◆ 

・次年度の教職員の研修テーマを「言語活動の充実」とし、1 年間を通して研修を深め、授業の改善

を進めていきます。 

・集会活動や委員会活動の中で行われている、生徒による発表活動や意見交流活動を、より一層活発

に進めていきます。 

・学校図書室を地域に開放し、地域全体で読書に親しむ雰囲気作りを提案します。 

 

◆◆地域に積極的に関わる生徒の育成を進めます◆◆ 

・生徒がより一層課題意識をもって地域に関わることができるよう、総合的な学習の時間における目

標や計画を工夫していきます。 

・今年度より実施した幼小中合同の「学校関係者評価委員会」を次年度も継続し、子どもたちを地域

全体で育てるための意見情報交流に努めます。 

・学校図書室の地域開放をきっかけにして、日常の教育活動を自由に参観してもらい、生徒と交流し

てもらえる環境を整えます。 

○以上の分析は、「全国学力・学習状況調査」「全国体力運動能力運動習慣調査」「学校アンケート（９

月、２月実施）」「教職員による教育活動自己評価」などの結果をもとにしています。 

○上記の分析や改善策については、３月２日に行われた学校関係者評価委員会において、妥当である

との評価をいただいております。 

○自己評価の詳しい内容や、学校関係者評価委員会での評価の詳細については、本校のブログにて公

開しております。どうぞご参照ください。（アドレス：b-school.jp/blog/snakanis） 


